
工場棟の地下躯体工事と共に、機械設備基礎を施工しています。 
6月 2日のごみピット底のコンクリート施工から順次地下の躯体、水槽、設備基礎の施工を進めています。 

9月下旬からは、資源回収棟基礎工事の内、根切り作業を始めています。 

今後、11月には、地上部分の躯体工事を始める予定です。 
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シリーズ 『キーパーソン』 工場棟まわりの岩盤の掘削が終わりました 

６ヶ月工事工程 

工事現場全景（9月上旬） 

写真の   が工場棟の

位置で、地下の躯体工事を

継続しています。 

岩盤の掘削は平成30年3月

から 7月まで行いました。 

今後の工事で小規模な岩盤

掘削を予定しておりますが、大

規模な岩盤掘削はこれで完了

となります。  渡り廊下地下部分のコンクリート工事が 

終わりました 

工場棟の地下 2 階と循環啓

発棟をつなぐ渡り廊下の地下

部分となるコンクリート躯体

の工事が終わりました。  

この部分は今後盛土内で埋

められる部分になります。  現場確認をしていただきました 

8月 23日(木)には、環境

監視委員会による現場確認

を実施しました。現場確認

時には、ヘルメットや安全

帯を着用し、工事の状況だ

けでなく安全作業を体感し

ていただきました。 

現地の状況確認 

 

8月 29日(水)には、ご

み処理施設建設特別委員

会による現場確認を実施

しました。また、ドローン

の空撮動画で工事状況を

説明しました。 

現場事務所で状況説明 

 

建設工事を受注した代表企業である、川崎重

工業(株)の吉川（よしかわ）です。 

平成 5年の入社以来、３施設の建設工事設計

に携わり、３施設目では、試運転責任者として、

性能を満足する施設に調整しました。 

平成 20年からは、点検整備責任者として性

能を維持するために必要な様々な整備を経験

しました。 

ごみ処理施設に関する多種の経験を経て、事

業の舵取りを担うプロジェクトマネージャー

に任命されました。 

本工事では、焼却施設の設計だけでなく、環境監視委員会や地元

意見交換会に同席し、多数の意見・要望を取り入れながら、建設工

事全体をとりまとめています。 

2017 年 2月の契約から、1年半が経過しましたが、2020年

9月末の竣工まで残り２年を地域の皆様に安全・安心を実感してい

ただける施設として、安全第一で工事をリードしていきます。 

渡り廊下 
吉川 征伸 

川崎重工業(株) 

環境プラント部 
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既存樹木・既存構造物撤去
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ごみピット部を西から見る 


